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要 旨
文化⚍で౑用するプラネタࣜ࢘ム用エアドームを、୧面ࢸープを᥋合に用いてసᡂした。ෆ部をよりᬯく、収ᐜ人

数を増やすことを目的とし、より⥡㯇な星空をᢞ影することを目指した。

めにࡌࡣ．１
⚾たࡕは、これまで文化⚍でẁボール〇ドームを౑用していたが、ẁボール〇ドームෆ部の反射率の高さや収ᐜ

人数の不㊊といった問題が生ࡌていた。これらのㄢ題を解決するために、以前のものを再㉎入するだけでは᰿本的

な問題解決に⮳らないと考え、᪂たにプラネタࣜ࢘ムをᢞ影するためのエアドームを⮬సすることにした。

２．〇స方法
文化⚍で利用する部ᒇの高さが3mであること、設ィの⡆༢さな࡝から、高さ1mの┤立部と༙ᚄ2mの༙球部に分か

れた構㐀でエアドームを設ィした(図１)。設ィの㝿には参考文献[1]にグしたサイトを参考にした。

⣲ᮦにはシボຍ工῭みの幅605mm、200mᕳきのⓑ㯮࣏ࣜ࢜レフ࢕ンフ࢕ルム（図２）（以下フ࢕ルムと࿧⛠）を

౑用し、フ࢕ルム同ኈの᥋╔にはセ࢟スイのPEクロス୧面ࢸープを౑用した。ィ画当初、ᅽ╔機を౑用した᥋╔を

ண定していたが、図面の複㞧化やసᴗの不安定さから断ᛕ。のりしろ部に୧面ࢸープを㈞り、ูのࣃーࢶの➃に㔜

うしても誤差が㔜なってしまうため、ẁ࡝合わせる方法を᥇用した。༙෇部の᥋╔をする㝿、ᖹ面でసᴗするとࡡ

ボールな࡝で᭤面をసり、それにἢわせるようにして㈞り௜けた。

ルムを㈞り࢕は┤立部と༙෇部が一⥴になったものを24ಶ用意して㈞り合わせ、天㡬部は෇ᙧにษったフࢶーࣃ

௜けた。空気が㏨ࡆないようにするため、各ࣃーࢶの下には50cm⛬のవⓑを用意しෆ側にᢡり、㔜りを஌せた。そ

の後、出入口と྾入口と᤼気口を㛤け、ᢞ影機器からの᤼⇕を外に出す⟶も通した。出入口は㛤けた✰よりも2࿘

り⛬大きいフ࢕ルムをෆ側から㈞り、୰側からのᅽຊでሰがるようにし、྾入口は㏦㢼機からフ࢕ルムで┤᥋⧅

。るようにసったࡆᙇのຠ率化を図った。᤼気口は光が入ってこないように出ていく空気の通り㐨を᭤⭾、ࡆ

３．結果
実㝿にエアドームをసᡂし(図㸱)、いくつかのメࣜット、デメࣜットが得られた。メࣜットの1つ目はከくの人数を

収ᐜできるようになったこと。2つ目はẁボールドームの問題点であった光₃れを㜵ࡄことができ、ドームෆ部が᏶

全にᬯくなったこと。3つ目は天井が᭤面となったため、௒までより本≀の空に近づけたこと。4つ目はẁボール〇ド

ームではከ人数で組み立てる必要があったが、エアドームは㔜りを置き空気を㏦るだけで⭾らませて౑えるため、ᑡ

人数でも設Ⴀがᐜ᫆になったこと。これによってබ₇のᅇ㌿率の向ୖ、㉁の高い体㦂のᥦ౪、人手不㊊の解消がᡂさ

れた。

また、デメࣜットの1つ目は出入りの㝿、空気がᢤけてしまうこと、2つ目はフ࢕ルムがⷧくᅽຊがかかっているた

めയつきやすいこと、3つ目は㏦㢼機や᤼⇕機構の㡢が大きく、බ₇や展示に支㞀が出ることの3つである。

４．今後の展望
௒後の展望としては大きく2つある。1つは、ドームの入り口な࡝の動かすᅇ数

のከい部分がᮦᩱの≉性からఙびてしまうな࡝してയつく可能性があることだ。

この問題については現≧、ᒁᡤ的に補ᙉするという対⟇

しか取れないため再考のవ地があるだろう。

もう1つは、人の出入りの後には空気がᢤけるため、次

のබ₇までに時間がかかってしまうことだ。これについ

ては、௒後㏦㢼機と᥮気口及び᤼⇕ともに最大出ຊで✌

ാさせ、空気のᚠ⎔をಖࡕつつෆ部の空気量が安定する

ように調ᩚしたい。
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要 旨
神戸高ᑓ⮬↛科学部天文⌜では、2021年から、୺なά動としてプラネタࣜ࢘ムのస〇を取り入れている。本部ά動

では、部ά動のண算ෆに収まる⠊ᅖで㉎入可能な⣲ᮦを用いてプラネタࣜ࢘ムをస〇することを目ᶆとしている。᫖

年度までに、星をᢞ影するためのドームとその㦵組みにຍえ、北天のᢞ影機が᏶ᡂしている。本年度では᫖年度のᢞ

影機に༡天を㏣ຍした全天のᢞ影機と、ᢞ影機をᅇ㌿させる機構（以下、ᅇ㌿機構）のస〇、および日本での実㝿の

天体の年࿘㐠動の再現を試みた。本ㅮ₇ではプラネタࣜ࢘ムにおける年࿘㐠動の再現方法について発表する。

めにࡌࡣ．１
本部ά動では、᫖年度までに北天のᢞ影機をస〇した[1]。௒年度はそれにຍえてᢞ影機の༡天部分をస〇し、

༡天と北天を᥋続して全天のᢞ影機をస〇した。また、ᢞ影機のᅇ㌿による実㝿の天体の年࿘㐠動の再現を、㟁Ꮚ

部ရを用いて試みた。

２．ᮦᩱ
発Ἳスチロール、࣏スターカラー、ሷ化ࢽࣅル⟶�2ಶ、ᮌ〇୸Წ、ᮌᯈ、᥋╔๣、ࣘࢽバーサル基┙、LEDドライ

バ（OSMR16-W1231 [2365]）、ジャンࣄ、⥺ࣃートシンク、LED、㖡ࢸープ、ACジャック、ࢥンセント

３．సᡂᡭ㡰
3.1．༡ኳのస〇࠾よࡧ໭ኳとの᥋⥆

᫖年度と同様の手順で༡天をస〇し、北天と༡天を╔⬺可能にするために࢞ムࢸー

プで᥋続して、全天のᢞ影機をస〇した。༡天の星ᗙの位置には参考文献[2]の88星
ᗙを用いた。

3.2．ᢞᙳᶵをᅇ㌿ࡏࡉるᶵᵓのస〇

స〇した機構全体の写真を図1に示す。本⠇ではᅇ㌿機構のస〇㐣⛬をㄝ明する。

3.2.1．ᅵྎのస〇

分度器を౑用し、ሷ化ࢽࣅル⟶とᮌᯈ（Ỉᖹ面）との角度が35度となるようにሷ

化ࢽࣅル⟶（以下、ሷࣅ⟶A）を๐り、᥋╔๣を用いてᮌᯈにᅛ定した。これは日本

における実㝿の天体の見え方を再現するためである。次に、ሷࣅ⟶Aを安定させるた

めに、ูのሷ化ࢽࣅル⟶（以下、ሷࣅ⟶B）を適ษな長さにษり出し、ሷࣅ⟶Bの先

➃をሷࣅ⟶Aに合うように෇ᙧに๐り出して、ሷࣅ⟶Aの支えとしてሷࣅ⟶Bをᅛ定

し、安定させた。ሷࣅ⟶Aとሷࣅ⟶Bの᥋点の写真を図2に示す。

3.2.2．ග※のస〇

3.2.1でሷࣅ⟶Aを๐りだした方法と同様にしてᮌ〇୸Წの୧➃を๐った。次に、図

1のように㖡ࢸープをᮌ〇୸Წの୧側面にお஫いが᥋╔しないように㈞り௜け、ᮌ〇

୸Წ先➃にࣄートシンクとLEDを᥋╔し、ジャンࣃ⥺で㖡ࢸープとLEDを᥋╔した。

このとき、LEDは可能な㝈り小さく光量が༑分なものを౑用した。これは、サイズ

の大きい光※を౑用すると、光※⮬㌟の影が光を㐽りᢞ影の㝿に影響が出るためで

ある。

3.2.3．㟁※の☜ಖ

ࣃバーサル基┙を౑用して、図1のようにLEDドライバとACジャックをジャンࢽࣘ

⥺で᥋続した。次に、ሷࣅ⟶Aの୧側面に、㖡ࢸープが露出するように2⟠ᡤ✰を㛤

け、ࣘࢽバーサル基┙と㖡ࢸープをジャンࣃ⥺で᥋続した。このときACジャックと

。ンセントを᥋続すると、LEDが発光することを確認したࢥ

3.3．඲ኳとᶵᵓの᥋⥆

図3のように全天と機構を組み立てた。このとき、機構と全天を組み立てるために、༡天の天㡬に༙ᚄ約1 cmの

෇≧の✰を㛤け、ሷ化ࢽࣅル⟶を᥋╔した。ᢞ影機の全天部分と機構部分はᅛ定されていないため、ᢞ影機のᅇ㌿

が可能となっている。

４．結果とㄢ㢟
᏶ᡂしたᢞ影機でプラネタࣜ࢘ムをᢞ影したところ、プラネタࣜ࢘ムとして機能した。௒後のㄢ題として、ᅇ㌿

の⮬動化や安定化がᣲࡆられる。また、実㝿の天体の位置と、ᢞ影された天体の位置のࡎれを減ᑡさせるために、

ᢞ影機の全天部分をⷧ⫗化し、再〇సすることも検討している。

５．まとめ
プラネタࣜ࢘ムのᅇ㌿を実装できたので、᮶年度以㝆はᅇ㌿の⮬動化を実装することを୺目的としたい。
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